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木津川親子で遊ぼう学ぼう魚とり　参加者募集締め切り結果

64組　大人81人　子供95人の参加確定　自家用車45台　電車34人
祇園祭が過ぎると京都は暑い暑い夏が来ます。そして大文字までが真っ盛り、厳しい夏が訪れます。その最中の8月3日、今年回目の木津川での魚とりにスタッフ含めると230人規模の取り組みです。夏の雨量はどのような見通しなのでしょうか。少ないと流量がなくなり、魚どころではなくなります。これまでの取り組みで200人を超える規模は今回がはじめとなります。十分な安全対策を取り、チームワークよく運営をしたいものです。前回は前日の雨、当日は終了すると雨の降る悪天候でした。今回はどんな天気になるでしょうか、期待と不安が入り混じります。この大きなイベントを成功させるために多くの方のご協力をお願いしています。魚とりの指導、水質検査の指導、安全監視員、設営や撤去要員、前々日の水路確保の掘削作業へのボランティアを求めています。ご協力いただけるお方のご連絡をお待ちしています。（電話0774-64-4183）
草刈の時期が到来　梅雨が開けるといよいよ植物は秋に向かってまっしぐらに走り出す。
茎をしっかり固め実りの秋に備えます。日々に固く強くなってきます。茎が太く頑丈になる前に刈り取るのが軽く作業を進めるコツです。里山の会では、里山農園の畦道や打田の田んぼの周囲、それに加えて草内倉庫周辺と駐車場での草刈は8時30分までにすると、汗かきは半分ぐらいです。それ以後には、作業内容を切り替えるのが順当ではないかとおもいます。さらに10時以後には軽作業にするなど一工夫がコツではないかと考える。
会誌37号の原稿募集について　会員の広場部門を充実させるために、最近入会いただいた皆さんの寄稿を呼びかけることになりました。8月20日から37号の原稿募集が始まりますが、ご入会いただいた約70名の皆さんにぜひとも投稿をお願いたします。この会誌は定款で発行が決定されている機関誌です。会員のみんなが作り上げていくものであり、受け取るだけではなく、自ら参加して充実させていかなければなりません。本会の目的である「自然を大切にする仲間の輪を大きくする」の実現のために力を持ち寄る場所でもあります。お題を三つ提起いたします。どれかのお題でご投稿ください。①私の故郷案内、②私の小学校時代、③私の健康作戦、です。1000文字が1ページ分となります。できれば1ページ分を単位にお願いできれば編集がおこないやすくなります。できれば挿絵や写真を添付、挿入ください。随分読みやすくなります。
今年も木津川カヌーの日の取り組みが決まる　琵琶湖淀川流域圏連携交流会主催で二回目です。　11月1日・2日・3日の三日間と予定で実施と決まりました。初日の11月1日はスタート・笠置～京田辺市で、二日目は11月2日京田辺市～枚方市、最終三日目は11月3日枚方市～毛馬の閘門・ゴール。すべて午前10時にスタートです。初参加される場合は、藤田カヌーの初心者講習会を受講のうえで申し込んでください。8月10日に講習会を実施します。なおこの日以外でもカヌー教室は開催されています。ご相談ください。
近畿こどもの水辺の開催準備が順調に進む　　京都が主会場となる第8回大会の準備が順調に進んでいます。開催日は2015年1月24日（土）で、会場は京都テルサで決定しています。7月16日には企画委員会が予定され、28日（月）には京都テルサの会場の視察が通知されました。そして参加募集も開始されます。若手の学生さんの代表者も整っていよいよ本格始動に入ります。日ごろの活動発表をしようと考えておられるグループも夏休みに入って力が入るころです。積極的なご応募をお待ちしています。
第32回京都木津川マラソン大会の準備も順調に進む　
安全部会　選手部会　出店部会が開催されました。32回大会では安全面や医療体制をさらに充実させて、安心安全の強化を重点の一つに掲げて各会議で論議を深めていただいています。救護体制強化を図るため各委員会の開催を7月25日までに行おうと事務局が推進しています。大会概要の原案も固まりつつあります。
小林慧人君　防賀川の川調べ7月20日（日）夏休み最初の日、ご参加ください、同志社大学の小林慧人君と滋賀県立大学の北野大輔君が、皆さんと一緒に調査観察を行います。どのようは生物が生育しているのでしょうか。興味がわいてきます。開催場所は馬坂川（田辺校以降付近）を予定しています。集合は9時30分　近鉄新田辺駅西口・ロータリー　河川レンジャーののぼりが目印　終了は12時ごろ。
ツバメのねぐら入り観察会8月10日（日）集合は17時近鉄向島駅改札口。伏見で長年ツバメの観察活動などを行っている坂本先生にご指導をいただきます。フィールドスコープ7台を用意します。葦原をねぐらにしているツバメを発見できれば、最高です。晴れて、そうなればラッキーですね。無料広報誌（京都市内など45万部を発行するフリーペーパー）の26日号に案内記事が掲載され広く呼び掛けていただくことになっています。数万羽の燕が、大空をかけ飛び交う情景は、夏休みの屋外観察会として最適な取り組みです。
第18回里山講演会の日程と開催場所が決まる　9月6日（土）13時30分会場　大住住民センター桃竹で行います。　琵琶湖博物館の職員さんから、今話題の外来の生き物について報告をいただきます。

「木津川読本」を精華南中学校1年生の夏休みの研究課題として活用して学習されるので、参考資料として提供いただきたいとの申し出ありました。これは、城陽高校に引き続いて中学校からの連絡でした。あちらこちらから申し出が続いています。
「木津川読本」を使った展示会が開催7月22日～23日の二日間木津川市市役所ロビーでされます。主催は木津川河川レンジャーです。近くに立ち寄られる場合があれば、ぜひご覧になってください。
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